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連携事項の主な内容
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連携事項の主な内容
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連携事項の主な内容

５．地域経済活性化や環境保全に関すること
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練習環境の移転整備による効果
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栃木SCの練習グラウンドとクラブハウスの移転整備による効果

交流人口創出効果など

▶栃木SCのトップチームの公開練習、トレーニングマッチを行なうことで、近隣よりファン・サポーターを呼ぶことができる。
▶ファン・サポーターの「市営露天風呂」、「道の駅きつれがわ」や飲食店、商店の利用が期待できる。
▶ファン・サポーターが周辺のSAKURAグリーンフィールド、喜連川高校跡地体育館、B&Gプール、テニスコートを知ること

で、他の施設の活用と更なる交流人口の増加が期待できる。

経済効果

▶公開練習、トレーニングマッチ開催によるファン・サポーターの消費がもたらす地域の経済波及効果
▶選手やチームスタッフの消費がもたらす地域の経済波及効果
▶サッカー用具の購入など関連する個人消費の増加がもたらす地域の経済波及効果
▶栃木SCとともにさくら市に関する情報がメディア等に取り上げられることでもたらされる広告効果

▶さくら市と栃木SCが共に取り組むことで市民のシビックプライドの醸成を目指すことができる。
▶市内小中学校の学校訪問・サッカー教室、部活動地域移行を見据えた指導者に対する研修開催など子ども達にさま

ざまな教育機会を提供し、高齢者体操教室など、スポーツを超えた多様な分野での人材育成を目指すことができる。



グラウンド施設整備の検討状況
▫栃木SCが喜連川運動場を貸借し、天然芝練習グラウンドを整備
▫整備費は栃木SCが“企業版ふるさと納税”で調達(※下図参照）
▫原則、栃木SC専用として使用し、維持管理は同クラブが行う。
▫喜連川運動場の使用団体（サッカーチーム）への代替施設を提供

①　天然芝グラウンド整備イメージ ② グラウンド整備資金(企業版ふるさと納税)の流れ

地域活性化の拠点整備
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▫Jクラブの拠点には、練習グラウンドに隣接する“クラブハウス”が必須
▫栃木SCはグランド整備に合わせクラブハウスを整備し、チーム強化のため他クラブに劣らない環境 整備を希望
▫さくら市及び栃木SCが協力してグラウンド施設に近接するエリアを候補地として整備を進める。
▫クラブハウス整備に伴い喜連川保健センター、B&Gプール等資源の有効活用を検討

地域活性化の拠点整備

11

クラブハウス施設整備の検討状況

①グランド隣接に整備する場合のイメージ

喜連川保健センター

喜連川運動場・周辺施設

クラブハウス新設

B&Gプール

②喜連川運動場と喜連川保健センターの位置

喜連川保健センター

喜連川運動場・周辺施設

保健センターと
クラブハウスの共用

B&Gプール



栃木SC練習拠点周辺施設整備案
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駐車場（新たに約60台分を確保）・
トイレ等整備（利用人数増加に対応）


